
持続可能な地域社会の構築のた
めに行動できる人材の育成

－ＥＳＤの視点を取り入れた課題発見・解決学習
を通して，呉市の現在と未来を考える－
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１ 本校の現状
（１）本校の紹介

◯全日制

◯呉市立唯一の高校で総合学科

◯教職員数：６０人

◯生徒数：４７６人



１ 本校の現状

（２）生徒

◯部活動に熱心に取り組む生徒が多い。
→しかし，学習との両立が不十分。

◯要請されたボランティアには熱心に取り
組む姿勢がある。
→しかし，主体性は乏しい。



１ 本校の現状
平成29年度
（159名）

7%

私立大学
56%短期大学
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医療系専門
7%

その他専門
13%

就職
7%

その他
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国公立大学



１ 本校の現状（キャリア教育）

１年次(２単位) ２年次(１単位) ３年次(２単位)

産業社会と人間 フロンティアⅠ フロンティアⅡ

・職業理解
・進路学習
・社会を知る
・自己理解
・ライフプラン

・進路学習
・防災プロジェク
ト学習

・卒論テーマ設定

・卒論テーマ決定
・個人研究
・卒論完成

総合的な学習の時間



１ 本校の現状

①「フロンティアⅠ」において，生徒の情報
収集能力と他者への発信力に課題がある。

②１年｢産業社会と人間｣，２年｢フロンティアⅠ｣
３年｢フロンティアⅡ｣が有機的に結びついてい
ない。

課題



①ＥＳＤの視点を取り入れた課題発見・解決学習
→生徒：学ぶことの意義，社会と自己との関わり
→教員：ベクトルの共有

②これまでの取組の見直しとつなぎ直し
→ＥＳＤ全体計画（カリキュラムマップ）の策定

③地域課題解決のための提言と実践への動き
→自立と社会貢献を目指す生徒の育成

２ 研究のねらい



３ 研究体制
 

  

 

 

【校内研究組織】 

（校長，教頭，総務企画主任，教務主任， 

教育研究主任，進路指導主事，生徒指 

導主事，保健主事，各学年主任） 

研究推進委員会 

「総合的な学習の時間」担当者会 

教科主任会 ― 各教科会 

特別活動担当者会（学年会） 

「産業社会と人間」担当者会 

広島県教育委員会 

呉市教育委員会 

  
指導・助言，評価 

 
指導助言・連絡調整 

相互連携 

【連携諸機関】 

学校評議員 

学校関係者評価委員 

・呉市 

・広島文化学園大学 

・広島国際大学 

・呉工業高等専門学校 

・地域教育連携協議会 

 （小･中学校，自治会等） 



＜フロンティアⅠの見直し＞

・進路学習
・修学旅行の研修企画・実施
・卒業研究に向けたテーマ設定

・進路学習

・防災プロジェクト学習
・卒業研究に向けたテーマ設定

従
来

昨
年
度

４ 具体的な研究活動



＜フロンティアⅠの見直し＞

・進路学習
・修学旅行の研修企画・実施
・卒業研究に向けたテーマ設定

・呉市の課題を考えるプロジェクト学習

・卒業研究に向けたテーマ設定

・卒業研究

従
来

今
年
度

４ 具体的な研究活動 従
来
よ
り
流
れ

が
ス
ム
ー
ズ



４ 具体的な研究活動(フロンティアⅠ)

○目的：課題発見・解決スキルの習得

○取組：防災プロジェクト学習の実施

○内容：①防災センター研修
②災害レポートの作成
③防災意識アンケート作成
・実施・分析 など

「
研
究
の
概
要
」

１
４
ペ
ー
ジ



防災意識アンケートの作成



平成29年10月26日
呉市危機管理課を訪問【１回目】



プロジェクトリーダーによる報告・説明



＜防災意識アンケートの実施・分析＞

○目的：呉市の今後の防災に役立てる

○対象：家族・知人・近隣など

○方法：対面依頼

○調査数：生徒１人10枚＝目標1,600枚

○事後処理：エクセルに入力・集計・分析
→呉市の危機管理課に報告・連携

有効回答数
1,386



平成30年１月17日
呉市危機管理課を訪問【２回目】



＜アンケート分析結果(年代別)＞

①20～30代の若年層は防災に対する意識
が低い傾向にある。

②65歳以上の人は，意識が高い人と低い
人の格差が大きい。

※全体的な傾向のまとめ



＜呉市危機管理課に提案した内容＞

①防災意識・対策について，家庭内での
異世代交流の促進。

②休日や夜間の避難訓練の実施。

④ゴミ袋に掲載している防災サービス案
内の改善。

③ハザードマップの冊子化。



＜質問項目＞
「フロンティアⅠ」の授業を通じて，身の回りや社
会の課題について，

５ 取組へのアンケート評価
（昨年度）

１．解決策を考えた上で解決に向けて行動できた。

２．理解した上でよりよくなる解決策について考えた。

３．知識として知った上で内容まで理解できた。

４．知識として知ることができた。



５ 取組へのアンケート評価
（昨年度）

＜生徒の自己評価＞ 調査対象：２年生158名
(10月)

(１月)



５ 取組へのアンケート評価
（昨年度）

＜教員の生徒評価＞＞ 調査対象：教員39名

6.3

3.1

56.3

31.3

28.1

37.5

9.4

28.1

年度末評価

中間評価

1 2 3 4

(10月)

(１月)



「プロジェクト学習を通じてどんな能力やス
キルが身に付いたと思うか」に対する回答

※振り返りシート（２年生153名）の記述より
(人)
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６ ＥＳＤの視点を取り入れた評価の
見直し

①自己の在り方生き方を考える能力

②課題設定及び解決能力

③知識や技能等を総合化する能力

④自己に必要な情報を収集・探索すると

ともに，選択・活用する能力

平成２８年度フロンティアⅠの観点と評価



６ ＥＳＤの視点を取り入れた評価の
見直し

①自己の在り方生き方を考える能力

②課題設定及び解決能力

③知識や技能等を総合化する能力

④自己に必要な情報を収集・探索すると

ともに，選択・活用する能力

平成２８年度フロンティアⅠの観点と評価

Ａ これまでの自己の在り方生き方を振り返り，現在や将来に生か

していくことができる。

Ｂ 自己の現在や将来について真剣に考え，主体的に進路を選択し

ていくことができる。

Ｃ 他者の考えを聞き，自己の在り方生き方に生かせる材料を見つ

けることができる。



Ａ これまでの自己の在り方生き方を振り返り，現在や将来に生か

していくことができる。

Ｂ 自己の現在や将来について真剣に考え，主体的に進路を選択し

ていくことができる。

Ｃ 他者の考えを聞き，自己の在り方生き方に生かせる材料を見つ

けることができる。 など

ＥＳＤで重視する能力・態度
①批判的に考える力 ～ ⑦進んで参加する態度

平成２８年度までの評価項目

うまく当てはまらない



身に付けてほしい資質・能力

産業社会と人間

フロンティアⅠ

フロンティアⅡ

先生研修会で出し合
ってまとめる。







育成すべき資質・能力 　　　ＥＳＤ研究推進委員会

Knowledge

（知識）

Skills

（汎用的スキル）

Attitudes

 and Values

（態度・価値）

市立呉

・基礎的な知識・技能

・思考力（客観的・多面的・論理的・批判的）

・他者に説明する力

・未来像を予測して計画する力

・自己分析力

・他者を尊重する態度

・持続可能な社会への意識

・困難を乗り越えやり抜く力

・向上心

・Cognitive and

metaｰcongnitive skills

・Social and emotional skills

・Physical and practical skills

知っていること・できることをどう

使うか

⇒　・思考力

　　・判断力

　　・表現力　　　　等

汎用的スキル

　・批判的思考力

　・問題解決力

　・協働する力

　・伝える力

　・先を見通す力

　・感性・表現・想像の力

　・メタ認知力

・批判的に考える力

・未来像を予測して計画を立てる力

・多面的，総合的に考える力

・コミュニケーションを行う力

・Attitudes and values

　・Growth mindset

　・adaptability

　・gratitude

　・life satisfaction

　・curiosity

　・responsibility

　・hope

　・identify ／ spirituality

　　　　　　　　　　　　ets

どのように社会・世界と関わり，よ

りよい人生を送るか

⇒　・主体性

　　・多様性

　　・協調性

　　・学びに向かう力

　　・人間性　　　　等

態度・価値

・愛する心

・他者に対する受容・共感・敬意

・協力しあう心

・より良い社会への意識

・好奇心・探究心

・正しくあろうとするこころ

・困難を乗り越える力

・向上心

・他者と協力する態度

・つながりを尊重する態度

・進んで参加する態度

Disciplinary knowledge

Interdisciplinary knowledge

Practical knowledge

何を知っているか、何ができるか

⇒　個別の知識・技能
知識（知識・技能）

ＯＥＣＤ 文部科学省 東京学芸大学 ＥＳＤ

資質・能力の構成内容（OECD・文部科学省・東京学芸大学・ESDと市立呉の比較表）

汎用的スキル

（Skills）
思考力・判断力・表現力　等

これらを活用して課題を解決するた

めに必要な思考力，判断力，表現力

その他の能力

態度・価値

（Attitudes and Values）
学びに向かう力・人間性　等 主体的に学習に取り組む態度

コンピテンシー（OECD） 文部科学省
学力の３要素

（学校教育法第30条第2項）

知識

（Knowledge）
知識・技能 基礎的な知識及び技能



呉市立呉高等学校　第１学年　産業社会と人間　年間評価計画
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・
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Ⅰ

に

向

け

て

基礎的な知識・技能 ◎ ○ ○ ○ 〇 ○ ○
自分の興味のある分野の情報を調べるこ

とができる。

自分の興味のある分野と関連する分野に

ついて興味関心を持ち，情報を調べるこ

とができる。

様々な分野の情報に興味関心を持ち，調

べることができる。

思考力

（客観的・多面的・論理的・批判的）
○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

知り得た情報について，様々な角度から

考えようとすることができる。

知り得た情報について，様々な角度から

考えることができる。

知り得た情報について客観的に分析し，

他事象についても論理的に考えることが

できる。

他者に説明する力 ○ ◎ ◎ 〇 ◎ ◎
知り得た情報を捉え，自分の考えを持つ

ことができる。

知り得た情報を捉え，自分の考えを論理

的に述べることができる。

知り得た様々な情報を理解し，自分の考

えを論理的に述べることができる。

未来像を予測して計画する力 ○ ◎ ○
これまでの自己の在り方生き方を振り返

ることができる。

他者の考えを聞き，自己の在り方生き方

に生かせる材料を見つけることができ

る。

身の回りの事象について学習しようとす

る姿勢を持ち，自己の現在や将来につい

て考えることができる。

自己分析力 ○ ○ ◎ ◎ 現状を正しく認知することができる。 自己を客観化し分析することができる。
自己と向き合い自分の将来に必要なこと

にまで考えを広げることができる。

他者を尊重する態度 ○ ○ ○ ○ ◎
他者のために役立とうと考えることがで

きる。

他者のために役立とうとする態度で周囲

に接することができる。

他者のために役立とうとする態度を持っ

て行動することができる。

持続可能な社会への意識 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

持続可能な社会に向けて地域の様々な企

業が会社運営を行っていることを理解す

ることができる。

地域に貢献する企業の持続可能な社会へ

の取り組みを通し，自己の在り方生き方

について考えることができる。

地域に貢献する企業の持続可能な社会へ

の取り組みを通し，自己の在り方生き方

について考え積極的に社会に寄与するこ

困難を乗り越えやり抜く力 ○ ○ ○
自らの課題にじっくりと取り組むことが

できる。

自らの課題を克服し，自己の将来につい

て考えることができる。

自己の将来の生き方や進路について，高

い目標を持ちその実現に向けてチャレン

ジし続けることができる。

向上心 ◎ ○ ○ ○ ○ ○
自分の興味のある分野について取り組む

ことができる。

自分の興味のある分野と関連する分野に

ついて取り組むことができる。

自らのまわりの事象について興味関心を

持って，主体的に科目選択をすることが

できる。

応用・ひろがり

（Extensions）

質的ルーブリック（判断基準）

第１学期 第２学期 第３学期

実施時期

考え・基礎知識

（Ideas）

つながり

（Connections）

単元

資質・能力



７ ＥＳＤ全体計画の作成



呉市立呉高等学校　産業社会と人間・総合的な学習の時間　年間評価計画
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高
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携
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究

の

進

め

方

講

演

会

オ
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エ

ン
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ー

シ

ョ

ン
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究

の

ま

と
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方

講

演

会
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究

・
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査

活

動
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ミ

別

中

間

発

表

会

研

究

・

調

査

活

動

ゼ

ミ

別

発

表

会

研

究

論

文

の

作

成

基礎的な知識・技能 ◎ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇

思考力

（客観的・多面的・論理的・批判
○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ 〇 ◎ 〇 ◎

他者に説明する力 ○ ◎ ◎ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 〇 ◎ 〇 ◎ ◎

未来像を予測して計画する力 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

自己分析力 ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 〇 〇

他者を尊重する態度 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

持続可能な社会への意識 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇

困難を乗り越えやり抜く力 ○ ○ ○ ◎ ○ 〇 〇 ◎

向上心 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ 〇 〇 ◎ 〇 ◎○

フロンティアⅡ

第１学期 第２学期 第３学期

３

年

間

を

振

り

返

る

〇

〇

◎

◎

◎

○

○

○

◎

フロンティアⅠ産業社会と人間

第１学期 第２学期 第３学期 第１学期 第２学期 第３学期

個

人

研

究

○

単元

資質・能力
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客
観
的
･
多
面
的
･
論
理

的
･
批
判
的

)

他
者
に
説
明
す
る
力

未
来
像
を
予
測
し
て
計
画
す
る
力

自
己
分
析
力

他
者
を
尊
重
す
る
態
度

持
続
可
能
な
社
会
へ
の
意
識

困
難
を
乗
り
越
え
や
り
抜
く
力

向
上
心

国語 地理歴史 公民 数学 理科 外国語 芸術 体育 家庭 情報 商業・総合

社会人講話 ○ ○ ○ ○ ◎

職業と上級学校 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

学部学科調べ ○ ○ ◎ ○ ○

企業訪問 ○ ○ ○ ◎

産業社会と私たちの生活 ○ ○ ◎ ○ ○

キャンパス訪問 〇 〇 ◎

大学の学びを知る ◎ ○ ○

ライフプラン作成 ○ ◎ ○ ○

ライフプラン発表 ◎

社会・環境問題小論文 ○ ◎ ○ ○

ハローワーク講演会 ◎ ○

フロンティアⅠに向けて ○ ○ ◎ ○ ○

呉地域の発展と現在 ◎ ○ ◎ ○ ○

災害レポート ◎ ○ ○ ○

高大連携 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

災害に強いまちづくり ◎ ◎ ○

災害に強いまちづくり ◎ ◎ ○ ○

プロジェクト学習発表 ◎ ○

研究主題について考える ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

研究の進め方講演会 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

オリエンテーション 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

研究のまとめ方講演会 〇 ○ ○ ◎ ○ ○

研究・調査活動 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇

ゼミ別中間発表会 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇

研究・調査活動 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎

ゼミ別発表会 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇

研究論文の作成 ◎ ◎ 〇 〇 ◎ ◎

○◎ ○

産
業
社
会
と
人
間
（

１
年

)

第
１
学
期

第
２
学
期

第
３
学
期

フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
Ⅰ
（

２
年

)

第
１
学
期

第
２
学
期

第
３
学
期

◎

○ ○

平成30年度呉市立呉高等学校ＥＳＤ全体計画（カリキュラムマップ）

フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
Ⅱ
（

３
年

)

第
１
学
期

第
２
学
期

学
期

第
３

３年間を振り返る

個人研究

〇

○ ◎

〇 ◎

随想

表現

説明「説明文を書く」

評論

国語総合

表現

「ディベートで討論する」

表現

「スピーチをする」

評論

評論

「自分の身体」

現代文Ｂ

評論「『私』中心の日本語」

評論「働かないアリ

に意義がある」

評論「『グローバル化』

の中の異文化理解」

評論「未来世代への責任」

小説

「山月記」

小説

｢タオル｣

古典Ｂ

国語表現

基礎

十八史略「莫敢飾詐」

評論「身体の個別性」

孟子

「性善」

列子

「「不死之道」」

スピーチ

をする

レポート

を書く

ディベート

をする

課題発見

情報収集

課題文の

読み取り

課題発見

情報収集

ディベート

をする

スピーチ

をする

意見文を

書く

課題発見

情報収集

レポート

を書く

課題文を

読み取る

表現

意見を述べ「意見を述べる」

日本史Ａ

現代社会日本史Ｂ

世界史Ｂ

世界史Ａ

地理Ｂ

数学Ⅲ

数学Ｂ

数学Ⅰ

課題学習

数学Ⅱ
生物基礎

化学

地学基礎

物理物理基礎

化学基礎

化学と

人間生活

物質の変化

物質の

構成

倫理

世界史へ

のいざない

地球社会と

日本

世界の一体

化と日本

地球社会と

日本

ともに生きる

社会をめざして

現代の社会

と人間

私たちの

生きる社会

私たちの

生きる社会

ともに生きる

社会をめざして

私たちの時代と歴史

近代の日本と世界

現代の日本と世界

現代の

日本と世界

世界史への扉

地球社会

の到来

近代日本の

形成と世界

両世界大戦期の日本と世界

現代の日本と世界

様々な地図と地理的技能

現代社会の系

統地理的考察

現代社会の

地誌的考察

政治･経済

現代に生きる

人間としての

在り方生き方

現代と倫理

人間としての

在り方生き方

現代の政治

現代の経済

現代社会

の諸課題

数学Ａ

集合と

命題

式と証明

確率分布

数列

データの

分析

データの

分析

様々な物理現

象とエネルギ

ーの利用

物体の運動と

エネルギー

生物

変

動

す

る

地

球

生

物

の

多

様

性

と

生

態

系

化

学

全

般

物

理

全

般

生

物

全

般

音楽Ⅰ

生涯

スポーツ

保健

スポーツ

概論

スポーツ

Ⅱ
体育

ファッシ

ョン造形

服飾

手芸

美術Ⅰ

音楽Ⅱ

表現

鑑賞

書道Ⅰ

スポーツ

Ⅵ

ｺﾐｭ英Ⅲ

英語表現Ⅱ

ｺﾐｭ英Ⅰ

ｺﾐｭ英Ⅱ

英語表現Ⅰ

ｺﾐｭ英Ⅰ

全般

英語表現Ⅰ

全般

ｺﾐｭ英Ⅱ

全般

英語表現Ⅱ

全般

ｺﾐｭ英Ⅲ

全般

音楽Ⅱ

美術Ⅱ

書道Ⅱ

美術Ⅰ

表現

鑑賞

書道Ⅰ

表現

鑑賞

音楽Ⅰ

表現

鑑賞

美術Ⅱ

表現

鑑賞

書道Ⅱ

表現

鑑賞

音楽Ⅱ

表現

鑑賞

美術Ⅱ

表現

鑑賞

書道Ⅱ

表現

鑑賞

工芸Ⅰ 声楽

声楽

全般

工芸

表現

鑑賞

体つくり

運動

集団行動

体育理論

体つくり

運動

体育理論

集団行動

集団行動

体育理論

現代社会

と健康

生涯を通

じる健康

社

会

生

活

と

健

康

ベ

ー

ス

ボ

ー

ル

型

ス

ポ
ー

ツ

の

理

論

と

実

践

体

つ

く

り

運

動

の

理

解

と

実

践

栄養

フードデザ

イン実習

調理Ⅰ

保育

食文化

食品

リビング

デザイン

基礎

保育

全般

子ども

文化

家庭基礎

ス

ポ

ー

ツ

概

論

全

般

ス

ポ

ー

ツ

概

論

全

般

人

の

一

生

と

家

族

・

家

庭

及

び

福

祉

生

活

の

自

立

及

び

消

費

と

環

境

栄養

全般

調理Ⅱ

調理

Ⅰ

全般

調理

Ⅱ

全般

栄養

全般
子ども

文化

全般

食文化

全般

食品

全般

フ

ー

ド

デ

ザ

イ

ン

実

習

全

般

リ

ビ

ン

グ

デ

ザ

イ

ン

基

礎

全

般

服飾

文化

服

飾

文

化

全

般

服

飾

手

芸

全

般

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

造

形

実

習

全

般

社会と

情報

情

報

の

活

用

と

表

現

情

報

通

信

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

と

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

情

報

社

会

の

課

題

と

情

報

モ

ラ

ル

望

ま

し

い

情

報

社

会

の

課

構

築

情報の表

現と管理

情

報

の

表

現

情

報

の

管

理

アルゴリズム

とプログラム

情報メディア

の編集と表現

情

報

メ

デ

ィ

ア

の

編

集

と

表

現

全

般

ア

ル

ゴ

リ

ズ

ム

と

プ

ロ

グ

ラ

ム

全

般

物質の変化

化

学

反

応

と

エ

ネ

ル

ギ

ー

英語理解

英語理解

全般

情報処理

防災

看護基礎

福祉基礎

情

報

処

理

全

般

防

災

全

般

看

護

基

礎

全

般

福

祉

基

礎

全

般

評論「トランス

サイエンスの時代」

様々な物理現

象とエネルギ

ーの利用

生

物

と

遺

伝

子

資質・能力

教科

単元・

学期



８「防災」の取組

①授業の目標＝将来の地域防災リーダー育成

②実施方法＝複数教科で横断的に分担
地域・社会とつながる内容構築

③学習内容＝呉市行政など外部の講義・実習
避難訓練の企画・実施・運営等



・ＥＳＤの視点からさまざまな取組

・小学校との連携
・冠崎地区の現地訪問

今
年
度

８「防災」の取組
昨
年
度

・ＥＳＤの視点からさまざまな取組

・津波避難訓練について提言
特に今年度は生徒が自
らの学習内容の企画や
見直しを行った。



８「防災」の取組

原小学校での体験 文化祭での啓発内容



８「防災」の取組

津波・火災避難訓練 どう伝えるか考える



８「防災」の取組

冠崎地区の現地訪問 何をすべきか考える



２年「防災プロジェクト学習」

３年「防災」冠崎現地訪問

ἶ



９ 成果・課題・今後の取組



①地域の教育力を活用することで，生徒が自分たち
の取組を地域へ生かそうという意欲が高まった。

②｢産業社会と人間｣｢フロンティアⅠ｣｢フロンティア
Ⅱ｣をＥＳＤの視点で捉え直し，ＥＳＤ全体計画
を作成した。

③生徒に身に付けさせたい資質・能力を策定する
過程で，教員同士で議論を深めることができた。

成果



①｢フロンティアⅡ（卒業研究）」の内容に，生徒個
人の興味・関心の域に留まっているものがある。

②「地域課題解決型キャリア教育」のカリキュラム
開発が進んでいない。

課題



①ＥＳＤ全体計画の見直し

②学校設定科目「呉学」の設置

③ポートフォリオ評価の推進

今後の取組


